帯広市承認工事審査基準

（平成２５年４月１日改正）
（令和　２年４月１日改正）

Ⅰ　車両出入口の承認基準
　　車両出入口である車両乗入れ部及び取付道路の承認基準については、下記のとおりとする。
１　車両乗入れ部の幅員
　　幹線道路での歩車道境界縁石において、車両が道路に隣接する民地等に出入りするため、縁石の一部に対して切下げの処置を行う箇所（以下、「車両乗入れ部」とする。）の幅員については、以下を標準とする。

　　歩車道境界縁石は歩道と車道の区分を明確にするとともに、進行方向を誤り車道外に逸脱しかけて縁石に衝突した車両の進行方向を復元し、また縁石に衝突し乗り上げる車両の速度を低下させる目的があることから、車両乗入れ部が必要最小限の幅員となる承認基準とする。
（１）通行車両区分

　　　通行する可能性のある最大の車両の区分により、車両乗入れ部の幅員は次のとおりとする。
　　　歩車道境界縁石の製品延長が０．７ｍを基準とする。
　　①　乗用車　　　低下縁石本数４本　　車両乗入れ部幅員２．８ｍ
　　②　大型車　　　低下縁石本数６本　　車両乗入れ部幅員４．２ｍ
　　③　連結車等　　車両の軌跡図により別途考慮する。
　　　車両の区分は、次のとおりとする。

　　　・乗用車とは、道路構造令における小型自動車及び小型自動車等、道路運送車両法における軽自動車、小型自動車、普通自動車（３ナンバー）、小型特殊自動車及び小型貨物自動車、道路交通法における普通自動車（３ナンバー）及び小型特殊自動車である。
　　　・大型車とは、道路構造令における普通自動車、道路運送車両法における普通自動車（３ナンバー除く）、中型貨物自動車及び大型貨物自動車、道路交通法における普通自動車（３ナンバー除く）、中型自動車及び大型自動車である。
　　　・連結車等とは、道路構造令におけるセミトレーラ連結車、道路運送車両法における大型特殊自動車、道路交通法における大型特殊自動車である。
（２）民地用途区分
　　　車両が出入りする道路に隣接する民地側の用途区分により、車両乗入れ部の幅員は次のとおりとする。歩車道境界縁石の製品延長が０．７ｍを基準とする。
　　①　住宅（乗用車１台）　　　　低下縁石本数４本　　　　車両乗入れ部幅員２．８ｍ
　　②　住宅（乗用車２台）　　　　低下縁石本数５本　　　　車両乗入れ部幅員３．５ｍ

　　③　住宅（乗用車３台以上）　　低下縁石本数８本迄　　　車両乗入れ部幅員５．６ｍ迄
　　④　大型店舗（乗用車）　　　　低下縁石本数１０本迄　　車両乗入れ部幅員７．０ｍ迄
　　⑤　工業団地（連結車等）　　　低下縁石本数１２本迄　　車両乗入れ部幅員８．４ｍ迄
　　⑥　その他　　　　　　　　　　別途考慮する。
　　　民地用途区分の③から⑤までは最大限の車両乗入れ部の幅員であり、承認するのは必要最小限の幅員とする。
（３）車両乗入れ部の基準幅員を上回らなければ車両が出入りできない場合は、個別箇所に応じて適切に取り扱うため、車両の軌跡図により別途考慮する。
（４）「道路法第２４条の規定に基づく承認に係る審査の適切な運用について」（平成１７年３月１７日付事務連絡国土交通省道路局路政課課長補佐、企画課課長補佐通知）に基づき、トレーラーや特殊な車両などの連結車等が出入りする箇所においては、歩行者の安全性に留意しつつ、当該車両が安全に進入できるよう、個別箇所に応じて適切に取り扱うため、車両乗入れ部の幅員を車両の軌跡図により別途考慮する。
（５）「都市整備事業実務要領」（２００７年３月、北海道建設部まちづくり局都市環境課監修　以下同じ。）に基づき、変形縁石は、すりつけ部の縦断勾配を緩和させるため、２本すり付けで行うことを標準とするが、現場状況に応じて１本すり付けで行うこととする。
（６）車両乗入れ部の幅員については、歩車道境界縁石の製品延長が０．７ｍを基準とするので、現地に設置された歩車道境界縁石がそれ以外の製品延長の場合は、基準幅員の近似値となる製品延長の倍数を車両乗入れ部の幅員とする。
（７）区画道路（生活道路）での導水縁石における車両乗入れ部の幅員については、通行する車両の状況、及び民地側の車庫、その他自動車の保管する場所の状況により、必要最小限の幅員とし、別途考慮する。
２　車両乗入れ部の舗装及び路盤構成
　　「道路事業設計要領」（平成２２年３月改訂版、北海道建設部土木局道路課監修　以下同じ。）に基づき、車両乗入れ部の舗装及び路盤構成については、通行する可能性のある最大の車両の区分により、以下を標準とする。
（１）普通区間（標準工法、合計厚３０㎝）
　　　普通区間とは、出入口で乗用車が乗入れする区間である。

　　①　表層　　　　　細粒度アスファルト混合物　　厚さ３㎝
　　②　下層路盤　　　４０㎜級切込砂利　　　　　　厚さ１０㎝

　　③　凍上抑制層　　８０㎜級切込砂利　　　　　　厚さ１７㎝

（２）普通区間（増厚工法、合計厚５０㎝）
　　　普通区間とは、出入口で乗用車が乗入れする区間である。

　　　増厚工法とは、歩道の凍上被害対策として凍上抑制層を増設する工法である。

　　①　表層　　　　　細粒度アスファルト混合物　　厚さ３㎝

　　②　下層路盤　　　４０㎜級切込砂利　　　　　　厚さ１０㎝

　　③　凍上抑制層　　８０㎜級切込砂利　　　　　　厚さ３７㎝

（３）大型車乗入れ区間（合計厚５０㎝）
　　　大型車乗入れ区間とは、ガソリンスタンド、倉庫、自動車工場等の出入口で大型車並びに連結車等が乗入れする区間である。

　　①　表層　　　　　細粒度アスファルト混合物　　厚さ３㎝

　　②　上層路盤　　　アスファルト安定処理　　　　厚さ５㎝

　　③　下層路盤　　　４０㎜級切込砂利　　　　　　厚さ２０㎝

　　④　凍上抑制層　　８０㎜級切込砂利　　　　　　厚さ２２㎝

（４）普通区間（標準工法及び増厚工法）における大型店舗等の出入口で乗用車が頻繁に乗入れする区間では、関係者との調整等により可能である場合には、大型車乗入れ区間の舗装及び路盤構成により工事することとする。
３　車両乗入れ部の構造
　　「歩道の一般的構造に関する基準等について」（平成１７年２月３日付国都街第６０号、国道企第１０２号国土交通省都市・地域整備局長、道路局長通達　以下同じ。）に基づき、既設のマウントアップ形式の歩道における車両乗入れ部の構造については、下記のとおりとする。

（１）平坦部分の確保

　　　歩道面には、車いす使用者等の安全な通行を考慮して、原則として１ｍ以上の平坦部分（横断勾配を、雨水等の適切な排水を勘案して、２％を標準とする部分）を連続して設けるものとする。また、当該平坦部分には、道路標識その他の路上施設又は電柱その他の道路の占用物件は、やむを得ず設置される場合を除き原則として設けないこととする。なお、歩道の幅員が十分確保される場合には、車いす使用者の円滑なすれ違いを考慮して、当該平坦部分を２ｍ以上確保するよう努めるものとする。

（２）構造

　　①　植樹帯がなく、歩道内においてすりつけを行う構造

　　　①－１　歩道面と車道面との高低差が１５㎝以下の場合（参考図１）
　　　　　植樹帯等がなく、また歩道面と車道面との高低差が１５㎝以下の場合には、以下の構造を標準として、すりつけを行うものとする。
　　　　イ）すりつけ部の長さ（縁石を含むすりつけ部の横断方向の長さをさす。以下同じ。）は、歩道の高さが１５㎝の場合、道路の横断方向に７５㎝とすることを標準とする。歩道の高さが１５㎝未満の場合には、すりつけ部の横断勾配（すりつけ部のうち縁石を除いた部分の横断勾配をさす。以下同じ。）を、前述の標準の場合と同じとし、すりつけ部の長さを縮小することが可能である。

　　　　ロ）歩車道境界の段差は５㎝を標準とする。

　　　①－２　歩道面と車道面との高低差が１５㎝を超える等の場合（参考図２）
　　　　　植樹帯等がなく、また歩道面と車道面との高低差が１５㎝を超える場合ならびに１５㎝以下の場合で上記によらない場合には、以下の構造を標準とする。
　　　　イ）すりつけ部の横断勾配を１５％以下（ただし、特殊縁石（参考図５(ｂ)に示す、歩道の切下げ量を少なくすることができる形状をもつ縁石）を用いる場合は１０％以下）として、Ⅰ－３(１)に基づき歩道の平坦部分をできる限り広く確保してすりつけを行うものとする。

　　　　ロ）歩車道境界の段差は５㎝を標準とする。

　　②　植樹帯等の幅員を活用してすりつけを行う構造（参考図３）
　　　　植樹帯等（路上施設帯を含む。）がある場合には、当該歩道の連続的な平坦性を確保するために、当該植樹帯等の幅員内ですりつけを行い、歩道の幅員内にはすりつけのための縦断勾配、横断勾配又は段差を設けないものとする。この場合には、以下の構造を標準とする。

　　　　なお、以下の構造により当該植樹帯等の幅員の範囲内ですりつけを行うことができない場合には、①に準じてすりつけを行うものとする。

　　　　イ）すりつけ部の横断勾配は１５％以下とする。ただし、特殊縁石を用いる場合には１０％以下とする。

　　　　ロ）歩車道境界の段差は５㎝を標準とする。

　　③　歩道の全面切下げを行う構造（参考図４）
　　　　歩道の幅員が狭く①又は②の構造によるすりつけができない場合には、車道と歩道、歩道と民地の高低差を考慮し、車両乗入れ部を全面切下げて縦断勾配によりすりつけるものとする。この場合には、以下の構造を標準とする。

　　　　イ）すりつけ部の縦断勾配は５％以下とする。ただし、路面凍結や積雪の状況を勘案して歩行者の安全な通行に支障をきたす恐れがある場合を除き、沿道の状況によりやむを得ない場合には８％以下とする。

　　　　ロ）歩車道境界の段差は５㎝を標準とする。

（３）関係者との調整等
　　　「「歩道の一般的構造に関する基準」について」（平成１７年２月３日付事務連絡国土交通省道路局路政課課長補佐外通知）に基づき、関係者との調整等により可能である場合には、既設のマウントアップ形式の歩道における車両乗入れ部の構造については、歩行者の安全かつ円滑な通行を確保するために、下記のとおりとする。
　　①　Ⅰ－３（２）①－２において、歩道等面の横断方向に生じる勾配を極力避ける観点から、別紙に示すとおり、車両乗入れ部の前後において歩道等面を縦断方向にすりつけ、歩道等面と車道面との高低差を１５㎝となるよう車両乗入れ部を切下げた上で、Ⅰ－３（２）①－１に準じてすりつけを行い、すりつけ部の長さを７５㎝とすることとする。
　　②　Ⅰ－３（２）①、Ⅰ－３（２）②の規定に関わらず、Ⅰ－３（２）③に準じて、歩道等面と車道面との高低差を５㎝まで切り下げ、セミフラット形式の構造とすることとする。
　　③　前２項において、当該車両乗入れ部の隣接区間における歩道等面の構造についてもあわせて検討し、いわゆる波打ち歩道となることを避けるように留意することとする。
４　車両乗入れ部の設置箇所
　　「歩道の一般的構造に関する基準等について」に基づき、車両乗入れ部の設置箇所については、以下を標準とする。

　　車両乗入れ部は、原則として次に掲げる①から⑨までの場所以外に設けるものとする。ただし、民家等にその家屋所有者の自家用車が出入りする場合であって、自動車の出入りの回数が少なく、交通安全上特に支障がないと認められる場合には、②から④及び⑥は適用しないことができるものとする。

　　①　横断歩道及び前後５ｍ以内の部分。
　　②　トンネル、洞門等の前後各５０ｍ以内の部分。

　　③　バス停留所、路面電車の停留場、ただし停留所を表示する標柱又は標示板のみの場合は、その位置から各１０ｍ以内の部分。

　　④　地下道、地下鉄の出入口及び横断歩道橋の昇降口から５ｍ以内の部分。

　　⑤　交差点（総幅員７ｍ以上の道路の交差する交差点をいう。）及び交差点の側端又は道路の曲がり角から５ｍ以内の部分、ただしＴ字型交差点のつきあたりの部分を除く。

　　⑥　バス停車帯の部分。

　　⑦　橋の部分。

　　⑧　防護柵及び駒止めの設置されている部分、ただし交通安全上特に支障がないと認められる区間を除く。

　　⑨　交通信号機、道路照明灯の移転を必要とする箇所、ただし道路管理者及び占用者が移転を認めた場合は除く。
５　車両乗入れ部の交通安全対策
　　「歩道の一般的構造に関する基準等について」に基づき、車両乗入れ部から車両乗入れ部以外の歩道への車両の進入を防止し、歩行者の安全かつ円滑な通行を確保するために、必要に応じ駒止め等の施設により交通安全対策を実施するよう配慮するものとする。
６　車両乗入れ部の歩道横断

　　「道路法第２４条の承認及び第９１条第１項の許可に係る審査基準について」（平成６年９月３０日付建設省道政発第４９号道路局長通達　以下同じ。）に基づき、車両乗入れ部の設置箇所については、車両が道路に隣接する民地等に出入りするための歩道横断が直角横断となる設置箇所を標準とする。歩道横断が斜め横断となる場合は９０度から４５度までとなる設置箇所とするものとする。

７　車両乗入れ部の縁石規格
　　車両乗入れ部の縁石規格については、現地に設置された標準縁石と同一規格の低下縁石及び変形縁石を設置するものとする。
８　取付道路の幅員
　　「都市整備事業実務要領」に基づき、車両が道路に隣接する民地等に出入りするため、車道の路肩部分から官民境界までの区間を取付する道路（以下、「取付道路」とする。）の幅員については、通行する車両の状況、及び民地側の車庫、その他自動車の保管する場所の状況により、必要最小限の幅員とし、別途考慮する。

９　取付道路の舗装及び路盤構成
　　取付道路の舗装及び路盤構成については、Ⅰ－２「車両乗入れの舗装及び路盤構成」と同等の基準とする。

１０　取付道路の構造

　　取付道路の構造については、Ⅰ－３「車両乗入れ部の構造」に基づき、取付部の横断勾配を１５％以下とする。

１１　取付道路の設置箇所
　　取付道路の設置箇所については、Ⅰ－４「車両乗入れの設置箇所」と同等の基準とする。

１２　取付道路の排水施設
　　「道路法第２４条の承認及び第９１条第１項の許可に係る審査基準について」に基づき、取付道路の設置箇所において、従来の道路素掘側溝等を埋立する必要のある場合は、排水機能に支障を与えないよう十分な断面と強度を有する構造物を設置するものとし、種類、構造、勾配等については隣接地区における状況を考慮し、道路管理者において決定するものとする。鉄筋コンクリート管（内径３０㎝以上）及び積芝の設置を標準とし、現場状況に応じて暗渠排水管（波状管）や管渠型側溝（円形水路）等を設置するものとする。
　　「道路事業設計要領」に基づき、取付道路の設置に伴い、降雨時に滞水のおそれがある箇所では、排水施設である透水性舗装、雨水桝等を設置するなどの処置を行うものとする。
１３　同意書
　　車両出入口である車両乗入れ部及び取付道路は、車両が出入りする道路に隣接する民地等の間口内に設置することを標準とする。

　　「道路工事施行承認申請書の様式について」（平成８年３月２９日付建設省道政発第５０号建設省道路局路政課長通達）に基づき、車両出入口を隣接する民地等の間口を越境して設置する場合は、隣地所有者等の関係者との同意書を提出するものとする。
１４　支障物件
　　車両出入口である車両乗入れ部及び取付道路の工事において、道路附属物である街路樹、道路標識、防護柵等が支障となり、移設又は撤去が必要となる場合は、道路工事施行承認を申請のうえ申請者が行うこと。
街路樹が支障となる場合は、移植とする。ただし樹種や樹木の状態、植樹帯の状況によっては、この限りではない。
道路占用物である電柱、バス停留所、防犯灯等が支障となり、移設又は撤去が必要となる場合は、道路占用者と協議のうえ申請者が補償すること。
１５　車両出入口のその他事項
　　「道路法第２４条の承認及び第９１条第１項の許可に係る審査基準について」に基づき、車両出入口については、下記のとおりとする。

（１）乗入箇所は、原則として出入対象施設について１箇所とし、出入口を分離する必要のある施設等特別の事情がある場合及び特に大型の貨物自動車の出入する場合は、２箇所まで承認することができる。

（２）民地側に車庫、その他自動車の保管する場所がある箇所であること。
　　　自動車１台当たりの保管場所の大きさは、「駐車場設計・施工指針について」（平成４年６月１０日付建設省道企発第４０号道路局企画課長通達）に基づき、対象車両に応じて、次に示す値以上であること。
　　①　軽自動車　　　長さ３．６ｍ　　幅員２．０ｍ
　　②　小型乗用車　　長さ５．０ｍ　　幅員２．３ｍ
　　③　普通乗用車　　長さ６．０ｍ　　幅員２．５ｍ
　　④　小型貨物車　　長さ７．７ｍ　　幅員３．０ｍ
　　⑤　大型貨物車及びバス　長さ１３．０ｍ　幅員３．３ｍ
（３）交差道路と隣接する場合は、交差道路との間に原則として２ｍの間隔をとるものとする。

（４）乗入口以外の場所から自動車が出入りするおそれのある場合は、駒止めを設置する等の措置をとらせること。

Ⅱ　法面埋立、切取等の承認基準
１　法面埋立、切取等

　　「道路法第２４条の承認及び第９１条第１項の許可に係る審査基準について」に基づき、法面埋立、切取等については、下記のとおりとする。

（１）切土、盛土の施工高及び縦横断勾配は、原則として当該道路の計画を勘案したうえでの構造、勾配に整合させること。

（２）官民境界沿いの官地側にＵ型、Ｌ型、半円径等の側溝を設置するものとし、種類、構造、勾配等については隣接地区における状況を考慮し、道路管理者において決定するものとする。但し既設の側溝があり、二重側溝となって管理上不都合な場合はこの限りでない。

（３）盛土の場合は、良質土（道路管理者が定める）をもって盛土すること。

（４）盛土によって従来の側溝を埋める必要のある場合は、用排水機能に支障を与えないよう十分な断面と強度を有する構造物とすること。

（５）法面切取の場合は、民地の切取断面及び構造が崩落、落石等により道路に危険を及ぼさない構造のものであること。

（６）法面切取及び埋立の場合については、路肩保護のため車道端から側帯に相当する幅を車道舗装厚と同厚とし、その外側については道路管理上支障のないよう必要な措置をとらせること。

（７）法面埋立の末端が段落ちとなる場合等、承認工事の施工により一般交通に危険が生じるおそれのある場合は、これを防止するために必要な安全施設を設置すること。

Ⅲ　その他の承認工事の承認基準
　　前項以外の承認工事については、道路構造令のほか、道路管理者がその工事を行う場合の技術基準及び条例等によることとし、下記のとおりとする。
　　①　道路事業設計要領（平成２２年３月改訂版、北海道建設部土木局道路課監修）
　　②　都市整備事業実務要領（２００７年３月、北海道建設部まちづくり局都市環境課監修）
　　③　帯広市道路の構造の技術的基準等を定める条例（平成２５年４月１日施行）
　　④　帯広市道路移動等円滑化基準条例（平成２５年４月１日施行）
　　⑤　帯広市居住環境ユニバーサルデザイン指針（平成１２年３月策定）
1/7

